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出版物上のタールトン 
―脱神話化から再史実化へ1）

小 町 谷 尚 子

タールトンの名前は道化役者，即興の機知，ジグ，エリザベス女王の宮

廷道化と常に結びつけられてきた。これらのプロフィールは，1588 年の

彼の死後に出版された印刷物に繰り返し見られるが，実のところ，出版業

に携わる人々が書き直し，作り上げた神話である。死後すぐに起きた宗教

論争から劇場閉鎖までのおよそ 50 年間に生まれ，広がり，定着した，こ

の神話に疑問が呈されることはなく，その成立過程に光が当てられること

はなかったのである。

登場人物としての道化が研究対象となるとき，その役割や機能に焦点が

あてられて解釈されてきたが，そうしたアプローチが道化役者タールトン

の議論を単純なものにしてしまった。例えば，Andrew Gurr や Richard 

Beadle は，登場人物として創作された道化と演じ手としての道化役者の

関係を指摘し，Tarlton’s Jests という笑話集（jest-book）に基づいて，タ

ールトン像を明らかにしようと試みている2）。Gurr はタールトンの作り出

す笑いは話集に収められた普遍的な笑いの記述に元をたどれるとし，さら

に，タールトン自身の即興性によって劇の役と異なる笑いが作り出された

と見た3）。一方，Beadle は Two Gentlemen of Verona の Lance と彼の犬

Crab は笑話集の一逸話を反映したものだと論じた4）。他の学者も同様で，

笑話集自体の信頼性に疑問を投げかけることなく，タールトンのおどけた

芝居を取り上げる際にはこの笑話集にあたってきた5）。しかし，この笑話
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集を鵜呑みにすることは危険である。当時出版された笑話集には，先行す

る笑話集の逸話の登場人物や地名，小道具が折々の情勢に応じて差し替え

たものが多くあった。Tarlton’s Jests においても，主人公を単にタールト

ンに替えただけのものばかりか，中にはタールトンの活躍した時期よりも

50 年ほど前に出版された笑話集から採った逸話もある。「タールトン」と

いう名前の磁力を遮断して，ステージから書籍のページへとどのようにタ

ールトンが書き込まれたか，刷り込まれたかを明らかにすることは，道化

の代表格として取り上げられるようになったタールトンと，さらには彼に

連なる道化の正体を捉え直すきっかけになるはずである。

タールトン神話が成立する際に媒介となった力は，出版物である。ター

ルトンの名前を借りることは笑話集に限って見られることではない。まず，

タールトンについての記述は多くは死後に出版されたものを元にしている

ことが多いことを忘れてはならない。Alexandra Halasz が John Stow の

年代記の記述に拠って，タールトンは有名人のイメージを持って時代に循

環し，彼の名声が確立したと主張しているが，その元となった循環の力は

明らかにはされていない6）。他の道化研究者たち，Edwin Nungezer，

Robert Weimann，David Wiles，John H. Astington，Mark Eccles も同様で，

恣意的なサンプリングによって，タールトンは伝説的道化であると結論し

てしまう7）。だが，タールトンの名前は出版物の本文だけでなく，表紙や

序文，文責表示などのパラテクストにも多数認められる（表 1 参照）。パ

ンフレットのタイトルではインパクトのある集客力として，逸話やニュー

ス記事では説得力のある語り部として利用されているのである。「タール

トン」という役者と読者をつなぐインターフェイスである出版印刷業者を

経て，次第に彼の神話が作り上げられていることがわかる。タールトンの

名前をかぶせることで，書き物に意味を持たせる，注目を集める，という

操作が行われ，名前のロゴ的利用がタールトン神話を際立たせていったと

考えられる。神話は大きく 3 段階，パンフレットにおける名前借用の時代，

タールトンの名前を前面に押し出した出版物の時代，Thomas Fuller や
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Edmund Bohun による歴史的記述出版の時代，を経て発達するが，拙稿

では最後の時代を除き，1640 年以前のパンフレットと笑話集の出版史で

タールトンの名前が史実化される過程を取り上げ，印刷業の文芸への影響

力を推し量る。

1　初期：パラテクスト中の主たる名前借用

表 1 に挙げたように，タールトンの生前のニュース記事にはタールト

ンの名前が記載されているものが数点認められる。1570 年に起きた洪水

の報告書では，あたかも記事の実際の報告者であるかのようにタールトン

の名前が記されている。また，1580 年の地震の報告書では，タールトン

の 名 前 は 作 家 Arthur Golding（Ovid の 翻 訳 者 ），Abraham Fleming

（Holinshed の『年代記』編者）とともに報告者として列挙されている8）。

これは彼の名前が記事に信憑性を与えるばかりでなく，これらの作家に並

びうるだけの大物扱いを受けたことの証拠である。一方，現存しない

‘Tarletons toyes’ と呼ばれるテキストもまた 16 世紀後半に流通していた。

Nashe などの作家が，滑稽ではあるが冒涜的な物語を指し示す際のテンプ

レート表現として用いている。このテキストの性質については「機知に富

み，滑稽で，しかしながら不敬である」として9），‘Tarletons toyes’ のよ

うな物語は教会の説教壇には不向きであると断じた作家もおり，このテキ

ストのタイトルから読み出されるタールトンという名前の醸し出すイメー

ジは決して好ましいものではない。

さらに，即興の機知に富むタールトンのイメージは，マーティン・マー

プレリト論争や Harvey-Nashe 論争が触媒となって広まった。マーティン

のプレゼンテーション戦略がタールトンの道化的行為に通じるものと推論

する現代の学者もいる。そうした学者たちは反マーティン派がマーティン

に対する反撃文で用いた比喩を元に論を展開しており，確たる証拠を挙げ

てはいない。マーティン派のパンフレットにはタールトンの名前は僅か 2

度しか出てこない。それらの記述の一つは John Bridges に言及する際に
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比喩的に用いたもので，特にタールトンの役者としての才能を取り上げて

いるわけではない10）。一方，反マーティン派はマーティン派を機知が足り

ないとして相手を皮肉る手段として積極的にタールトンを比較の対象に使

った。たとえば，John Lyly は，舞台上のタールトンの滑稽なイメージと

別の笑話集 Scoggin’s Jests のおかしみを接ぎ木して，たたみ掛けることで，

国教会を攻撃するマーティン派をばかげていると揶揄した。

Now Tarleton’s dead the Consort lackes a vice:

For knaue and foole thou maist beare prick and price.

The sacred sect and perfect pure precise, 

Whose cause must be by Scoggins iests mainteinde, 

Ye shewe although that purple Apes disguise, 

Yet Apes are still, and so must be disdainde.11） 

一方，マーティン派 Job Throckmorton は，Scoggin’s Jests という笑話集を

否定しながら，自分たちの戦略を正当化した12）。反マーティン派が戦術と

して，機知や冗談を書き表した笑話集と舞台の道化役者タールトンとを同

列化し，そしてそれゆえに曖昧になったイメージが，後世に伝わるタール

トン神話形成に大きく関与したのである。Edward Arber を始めとして，現

代の批評家 Travis L. Summersgill，Donald J. McGinn，Patrick Collinson

に至るまで，マーティンの戦略をタールトンに通じるものとするのは，反

マーティン派の記述から推理したものであって，タールトンの実像に迫る

ものではない13）。亡くなってまもなく 1589–90 年のわずかの間に起こっ

たマーティン・マープレリト論争において，タールトンは効果的な今日的

比喩，時流に乗った比喩として使われたことで，以後出版界に流通してゆ

くことになったと認めることができる。さらに，Scott McMillin と Sally-

Beth Maclean は The Queen’s Men のスタープレイヤーとしてのタールト
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ンがプロパガンダの役割を果たしていることを議論し，タールトンの名前

の有効性を唱える論の裏付けとして，マーティン・マープレリト論争にお

けるタールトンを取り上げている。

Martin Marprelate spoke uproariously, and the source of the uproar 

was the spontaneous jest, the impious lampoon, the improvised satire

—it was Tarlton and one phase of the theatre of the Queen’s Men 

turned into vitriolic and irrepressible prose. The earlier reformers had 

despised the theatre. Martin outdid them by using it. As his opponents 

know, the most popular actors of the day were being taken as a mod-

el.14）

この論もまた反マーティン派の記述からの推理に過ぎない。私たちはこの

出発点における誤解を正さなくてはならないだろう。

タールトンのイメージの多様化は，Harvey と Nashe の論争にも認めら

れる。

The whole Vniuersitie hyst at him Tarlton at the Theator made iests of 

him, and Elderton consumed his ale-crammed nose to nothing, in 

bearbayting him with whole bundles of ballets.15）

このNasheの記述はタールトンを語る上で良く取り上げられるものであり，

しかも，この記述はそっくりそのまま，歴史家 Anthony à Wood が自著に

転載したこともあってタールトンは機知の名手というイメージが定着した

といっても良い。この記述にいたるまでに Nashe と Harvey の 2 人のパン

フレット作家がタールトンの名前から新語を作って，論争の武器としたこ

とがこのイメージ決定に大きく寄与している。Harvey は Nashe を皮肉り，

彼の即興の機知を “Tarltonizing wit”「タールトンの機知の模倣に過ぎな
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い」と評したし，さらに機知はあってもタールトンが持っていた

“Tarltonisme”「機知の芸術性」はないとコメントした。すると，Nashe

は “Tarltonizer”「タールトン風の機知を持つ使い手」であることが誇りで

あると反撃している。2 人は，役者としてのアイデンティティよりも，「即

興の機知を操る人」としてのアイデンティティをタールトン像に与えたの

である。

2　笑話集 Tarlton’s Jests の成立

現存する Tarlton’s Jests 以前の 1590 年に発表された 2 つのパンフレッ

トにはタールトンの名前がある。Tarlton’s News out of Purgatory には主題

に使われ，The Cobbler of Canterbury は “Or An Invective against Tarlton’s 

News out of Purgatory” という記述を副題に持つ16）。これらのパンフレッ

トでは，タールトンは社会風刺を行う者，筆者の代弁者として用いられて

いる。死後わずか数年で，さらに新しい側面が合成されていく様子をこれ

らの出版経緯から見て取ることができる。

Tarlton’s News out of Purgatory の大枠は，Robin Goodfellow がタール

トンに purgatory とはどのようなところかを尋ね，タールトンがそれに返

答するスタイルとなっている。タールトンはパンフレットの目的にかなう

報告者としてパンフレット上で幽霊として登場し，宗教的な緊張を緩和し，

陽気な冗談で神学論争を嘲笑する。批評を正当化するチャンネル，滑稽な

批評への案内人，敵対対象とのバッファーとしてタールトンはうってつけ

の人物像として使われたのである。一方，The Cobbler of Canterbury の筆

者は，Tarlton’s News out of Purgatory に対する反論・非難の立場を取って

語る。どちらのパンフレットもその序文あるいは最初の逸話にタールトン

を登場させて，筆者はタールトンよりも優れた機知を書くという目的を明

らかにする。これらのタールトンの名前の借用は，1590 年にはタールト

ンという役者と彼の機知が世間に広く知られていたことを裏書きするもの

である。死後 2 年でタールトンの名前は，優れた機知の使い手，人々を
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納得させる風刺を利かせることのできる伝達路として常道的な扱いを受け

ていることがわかる。

Henry Chettle の Kind-Heart’s Dream でも，著者の考えを伝える手段と

してタールトンが使われている。Halasz はタールトンを ‘a figure of 

national identity’ と評したが17），タールトンは特定の思想や話題に限って

使われているのではなく，これまで見てきたように，万能のエージェント

として出版物においては多様な現れ方をする。成長市場の印刷業界でこれ

らのパンフレットと笑話集において繰り返し名前が利用され，結果として，

機知の権化，笑いを司る道化役者としてのタールトンが定着してゆく過程

に，今に伝わる虚像のイメージが作り出されていったことを見て取ること

ができる。またそのイメージの増幅の過程は近代初期の道化の発達と時期

を同じくしていることは特筆すべきことである。

さて，ここで，タールトンの名前をタイトル中に持つ作品，前述の

Tarlton’s News out of Purgatory と The Cobbler of Canterbury の二つのパ

ンフレットに加え，笑話集 Tarlton’s Jests の成立と流通を見ておく必要が

ある。なぜなら，表 2 及び表 3 にまとめたように，これらの出版には共

通する印刷業者 Robert Robinson が係わるからである。Tarlton’s Jests は

Thomas Pavier によって 1600 年にその第 2 部が書籍出版業組合記録にエ

ントリーされて以後しばらくの間，神学作品とともに，未亡人や息子，弟

子，印刷所あるいは印刷機器を買い取った後継の同業者の間でライセンス

が受け継がれた。記録では，1613 年，1620 年の版のあと，John Budge

を経て 1626 年 Robert Allot に譲られ，1630 年，1638 年の版が現存する。

Tarlton’s Jests の重要性は，笑話集の出版ブームとの時間的重なりにあ

る。1590 年，Tarlton’s News out of Purgatory と The Cobbler of Canterbury

の 2 作品が同じ Robert Robinson によって印刷されている。Tarlton’s 

News out of Purgatory とは内容的には無関係の The Cobbler of Canterbury

が副題にタールトンの名前を用いているのは，前述したように，タールト

ンが風刺の代弁者として最適であったことに加え，広告・販売目的もあっ
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たと考えられる。つまり，風刺の代弁者としてタールトンは，少なくとも

The Tinker of Turvey とタイトルが付け替えられた 1630 年までは18），その

出版物の内容が社会風刺パンフレットであることの指標として印刷業者の

間で利用された名前であることを示している。

ところで，1630 年に Tarlton’s Jests が再度出版されたときに，Tarlton’s 

News out of Purgatory もまた再出版されている。タールトンという名前に

対する関心，タールトンという名前の持つ引力がここにも読み取れる。し

かし同時に，同年に The Cobbler of Canterbury が The Tinker of Turvey と

いうタイトルで再出版されたとき，Tarlton’s News out of Purgatory への反

論とする副題も消えていることを見逃すことはできない。タールトンとい

う名前の持つ意味はこの頃どう変わったのだろうか。

1630 年は笑話集の系譜における一つの節目の年である。この年，A 

Banquet of Jests が Richard Royston によって出版されたが，この笑話集

の表紙には，他の笑話集やパンフレットと異なり，道化の名前が記されて

いない。The Cobbler of Canterbury が副題を削り，The Tinker of Turvey

にタイトルを変更したことと，道化の名前が表に出ない A Banquet of 

Jests の登場は，1630 年以降急速にタールトン及び道化の名前が販売促進

力を持たなくなったことを示唆するものと考えてよい。この事実を逆に芝

居における道化の衰退に敷衍して言えば，Richard Brome や Ben Jonson

がタールトンやケンプの道化芝居を回顧的に懐かしんで言及した時期と重

なり合うことに気が付く19）。

3　笑話集ブームとタールトン神話の位置づけ

17 世紀初頭には，主だった出版業者により笑話集が次々と出され，中

には繰り返し印刷されているものもある。1626 年には，お笑いの権化を

主人公とするものとして引き合いに出されることが多かった Scoggin’s 

Jests がオリジナルのエントリー 1565–66 年から 60 年を経て再度出版さ

れている。表 4 に記したように，1600 年代から 1630 年ころまでは，
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Tarlton’s Jests，Scoggin’s Jests の続編（オリジナルの再版を 13 年遡る

1613 年出版）を含め，道化者や有名人の名前をかぶせた笑話集が出版さ

れつつも，1630 年前後を境に出版される笑話集の性質に変化が起きてい

ることも英国道化の変遷を見る上で欠かせない事柄である。

上述した A Banquet of Jests では，出版業者 Richard Royston がそれま

での印刷産業が作り上げたタールトン神話を笑話集の系譜に位置づけ，史

実化している。Royston は 1630 年に書籍出版業組合記録に本書を登録後，

編集改訂を続けながら 1630 年，1632 年，1633 年，1634 年，1636 年（2

つに分冊），1640 年（合本），及び 1657 年にわたり複数回出版し，改訂

や増補を訴えた宣伝文句を付け加えるばかりでなく，序文をつけ，刊行の

歴史に留まらず，笑話の分類や配列を説明している。さらに，その序文も

1640 年には ‘The Kings Iester to the Reader’ と表題を替えて，それまで

の匿名性を消し，タイトルでこそないが，ジェイムズ 1 世，チャールズ 1

世に仕えた道化 Archy Armstrong 作とする操作を行っている。Royston

の出版文化における貢献は，出版業者としての仕事の拡大に留まらない。

過去の出版物を追うことで，業界の動向を報告している。

The coorser Cates, that might the feast disgrace, 

Left out: And better serv’d in, in their place.

Pasquels conceits are poore, and Scoggins drie, 

Skeltons meere rime, once read, but now laid by. 

Peeles Iests are old, and Tarletons are growne stale,

These neither bark, nor bite, nor scratch, nor raile. 

Banquets were made for laughter, not for Teares.

Such are these sportive Taunts, Tales, Jests, and Jeeres.20）

Royston が 1634 年版に差し挟んだ，先行する笑話集を古臭いと述べる

verse から，どのような笑話集が時代の変化に耐えうると考えていたかを
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読み取ることができる。Royston の A Banquet of Jests は前後の文脈を持

たない，個々に独立したテーブル・トークを収集したものである。一貫し

て物語をまとめる，おどけ者のペルソナはもう無用とされているのである。

し か も，1657 年 版 で は， 同 年 に 出 版 さ れ た royalist highwayman の

James Hind を主役とした笑話集を「新しい」として加えている21）。ここ

に，無法者が笑話集の主役になったという大きな変化を認めることができ

る。一人のヒーローによる一貫した物語となったことも注目に値するが，

王政復古以後の芝居において，笑いをもたらす役目が洒落者など物語性を

担う人物に負わされてゆくことにも通じると考えられる。その前触れとし

て，シェイクスピアの Autolycus を挙げることができるだろう。道化は局

所的な使われ方をする存在でなく，筋全体に係わる存在に変わると，もは

や初期のたたずまいを保持することができなくなったとも考えられる。出

版物上から道化の発達を追うことによって，普遍的な役割を担った登場人

物として解釈する従来のやり方からは読み出せない道化像があぶりだせる

はずである。

結論

タールトン神話はエリザベス，ジェイムズ及びチャールズ１世の時代に

またがり，笑話集とパンフレットの出版史上で作り上げられた神話であっ

た。タールトンはパンフレットでは機知を働かし，著者の代弁者として風

刺を効かす便利な人物としてブランド化されたのである。笑話集の歴史に

おいては出版業者により伝統的な笑話集のシンボルとして，その存在を史

実化された。そして，笑話集からヒーローが消え，物語性を失い，テーブ

ル・トーク集がはやると，Tarlton’s Jests も再版されなくなった。出版史

上におけるタールトンの登場と退場が英国道化の短い歴史に重なっていた

ことがわかる。タールトン神話成立の原動力となった印刷・出版業の隆盛

とその作用が舞台の道化の像にも及んで行くことは間違いなく，今後は印

刷・出版業と劇作，上演の間で繰り返される循環について，さらなる研究
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が期待されるのである。
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Synopsis

Tarlton in Print: From Myth to History

Naoko Komachiya

Richard Tarlton, the Elizabethan clown, is frequently mentioned in 

many Elizabethan and Jacobean written works, one of which, Tarlton’s 

Jests, gives accounts of the clown in performance and print. However, 

these reports are mixed up with popular legends and fables, so at this dis-

tance in time and without firm evidence, we cannot be certain that the 

published document is loyal to the authentic jests of Tarlton. On the other 

hand, Tarlton’s Jests certainly provides clear evidence that the art of clown-

ing in the late Elizabethan age relied heavily on the ability to come up with 

witty improvised responses to comments or requests from the audience. Its 

publication in later times also proves that Tarlton’s reputation and popular-

ity lived on into the Jacobean age. 

Bridging the divide between theatre history and literary criticism, 

this study takes up the print industry as an agent for tracing the careers of 

clowns and fools in Renaissance drama. It examines how the image of Tarl-

ton passed into literary texts, especially via jest-book printing. Through an 

examination of Tarlton’s Jests, it also discusses the influence of Richard 

Tarlton: he was historically accepted as a brand or influential name in 

literary texts relating to contemporary religious controversy and pamphlet 
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writing. The myths surrounding Tarlton will be deciphered to explain the 

decisive role played by this instantly recognisable and immortalised clown 

in the overall evolution of the English clown. Historicised, Tarlton was 

endowed with a material identity, which completes the coming-into-being 

of clowns and fools in early modern play texts.


